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卓成19年7月5日判決-言渡 litJ日原本領収 裁判所沓記店

平成18年（ワ）第2 3 7号損害賠償請求事件

ロ頭弁論終結の日 平成19年5月17 1:·1
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: 主 文

1 被告ーは．） 原併に対し， 3 1 9万6 3 0 2円及びうち2 5 7万2 0 0 0円

に対する平成18年11月7日から，うお1 0万円に対する同年8月15日から，

それぞれ支払済みに至るまで年5分の割合による金員を支払え。

2 原告のその余の請求を棄却する。

3 訴訟費用は， これを1 0分し， その1を原 ・I仁りの， その余を破告の負担と

する n

4 この判決は， 第1項に限り 』 仮に執行することができる a

事 実 及 び 理 由

第1 請求の趣旨

1 主位的請求

被告は， 原告に対し， 3 6 0万6 3 0 2円及びうち2 5 7万2 0 0 0円

に対する平成18年11月7日から，うち5 0万円に対する同年8月15 l:iから，

それぞれ支払済みに至るまで年5分の割合による金員を支払え。

2 予備的請求

被告は， 原告に対し， 3 3 9万1 1 6 0円及びうち2 5 7万2 0 0 0円

に対する平成18年1 1月7日から支払済みに至るまで年6分の割合による金
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員を＇ うち5 0万円に対する同年8月l 5日から支払済みに至るまで年5分

の割合による金員をそ九ぞれ支払え"

第2 事案の慨要

被告ば原告に金員を貸し付ける際， 原告から， 原告の年金証書， 年金

が振り込まれる郵便貯金通帳及び同通帳のキャッシュカードを預かった

が， このような被告の行為は， 憲法25条， 国民年金法24条， 厚生年金保険

法41条などに違反する反社会的行為で， 原告に対する不法行為を構成する

として， 被告が原告の年金受給口座から引き出した金員などについて損害

賠償を求める（主位的謂求）とともに， 被告が引き出した金員などについ

て法律上の原因がないとして不当利得に基づく返還などを求めた（予備的

請求）事案である。

1 前提事実（証拠を摘示したものを除いて， 当事者間に争いはない。）

(--) 被告は， 平成15年1月21日， 原告に150万円を貸し付け（以下「本件

貸付1」という。）， その際， 原告から， 原告の年金証書（甲3 (; 以下

「本件年金証書」というC,)' 年金が振り込まれる原告名義の郵便貯金

通帳（記号 ， 番号 C・ 甲4。 以下「本件通帳jという 0 )

及び本件通帳(/)キャッシュカ ー ド（以下「本件カード」とい ：：：） Q)を受

け取った。

また， 被告は， 原告に対し， 平成16年4月1 1日に7万円， 同年9月26

日に7万円， 同年12月16日に3万円， 平成17年2月21日に3万円を貸し

付けた（以下「本件貨付2」という :; ) (甲10, 乙4ないし7, 原告及

び被告） (I 

に） 被告は， 別紙計算書1「年月日」欄及び「弁済金額」欄記載のとおり，

平成15年2月14日から同18年8月15日までの間， 原告から， 合計257万2

000円の支払を受けた（以下「本件各返済」という。）。 このうち， 別紙

計算書1 「番号」欄記載の2, 3及び6の合計13万5000円は 》 原告が被

.. •) -

t.. 



告に直接支払し、 ヽ， そオし以外は， 被告が本件：辿帳から現金を引き出した。

国 原岩は，•平成18年10月4 r: ・l , 被告に文寸 し. J 原告訴訟イげE人を通じて，

本件年金証書などの返還を求め， 同月12日， 被告かちこれらの返還を受

けた（甲10, 乙11, 12及び原告）。

2 争点l (主位的請求）

本件貸付1に際し， 被告が原告から本件年金証書， 本件通帳及び本件カ

ードを預かったことは， 原告に対する不法行為となるか。

これが認められた場合， 原告の損害額はいくらか ¢

（一） 原告の主張

(1) 被俸は， 貸金業登録をしないで ） 違法な年金担保を条件に高金利で

の金銭貸付を業としてしヽるところ， 被店は， 原告の年金を事実Lオ且保

とし， 原筈に支給される年金をもって木件貸付1及び2 (以下「木件

各貸付」とし ヽ う （．、）の返済にあててしヽた:, 原告は， 年金を担保とする

ことにより， 本件各貸付につしヽて被告への返済を強制され， 上記のと

おり本件各返済を行わざるを得なくなった。

このような被告の行為は， 社会的弱者である年金生活者の生活を危

機に陥れるきわめて悪質な反社会的行為であり， 憲法25条及びその趣

旨を受けて年金受領権の担保設定を禁止した国民年金法24条，）活生年

金保険法41条に違反する。 また， 被告の行為は， 貸金業の規制等に関

する法律（以下「貸金業法」という,,) 13条2項で禁止される不正又

ぱ著しく不当な手段に該当するとともに， 同法20条の2に違反し， さ

らに， 年金受給者の生存を確保するため年金に対する差押えを禁止し

た民事執行法152条1項1号に違反ナる :-,

したがって，被告の行為は原告のような年金受給者の生活を困窮，

危機に陥れる反社会的な違法行為で， 原告に対する不法行為（民法70

9条）を構成する。
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(2)① 被岩の不法行為により， 原告は， 本件各返済を行わざるを得なく

なり， 合計257ガ20001りの損害を被った。

また， 不法1'i為によって生じた損害につVヽて， 不法行為時から遅

延損杏金を支払う義務があるが， 本件各返済について別紙計算書1

「経過遅延損省金」欄記載のとおりの遅延担害金が発生し， その合

計は別紙計算書1「遅延損害金合計 _j 欄記載(/)とおり， 平成18年11

月6日時、点で22万4302円となる c,

② 原告は， その収入のほとんどが年金であったため， 本件年金証書

などを被告に担保として提供したことで， それらを取り戻すまでの

約3年間苦しい生活を強いられ， 精神的苫痛を被った。 これを慰謝

するには50万円を下らない s

③ 原告は， 被告に対しー、 不1:去行為に上る損害賠信を請求するため，

原告訴訟代理人に依頼して本件訴訟を提起してしヽるから， 本・｛牛訴訟

に要した弁護上費用も ） 般告(/_)不法行為によって生じた捐害にあた

る。 そして， 弁護上費用としては31万円が相当である （）

(3) よって， 原告は， 被告に対し， 不法行為による360万6302円(257万

2000円+22万,'1302 I月I··50万円十31万円）の損害賠償と， うち25'(ガ200

0円に対する平成18年11月7日から， うち50万円に対する同年8月15

日から， それぞれ支払済みに至るまで民法所定年5分の割合による遅

延損害金の支払を求める，、

に） 被告の認否反論

原告の主張はいずれも否認ないし争う。

被告は， 原告から本件年金証薔， 本件通帳及び本件カ ー ドを差し出さ

れてこれらを預かっただけで，本件年金証書などの提出を求めていない。

また， 被告は， 原告の事前の了解を得て， 本件カ ー ドを使って本件通帳

から原告の年金を引き出したのであり， 原告に本件各返済を強制したわ
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けでもなし、 C

3 争·点2 (予備的請求）

原告の被告に対する不喝利得返遠請求の可否とその額 c·

（一） 原告の主張

(1) 年金を担保とする本件各貸｛寸は， 什::.金受給者の生活を困窮， 危機に

陥れる反社会的な違法行為であるから， 公序良俗（民法90条）に違反

する。

したがって， 被告は， 本件各返済によって受領した257 7J2000円に

つき法律上の原因なくして不当に利得してしヽる,,

(2) 被告は， 貸金業を行う以上， 年金担保貸付が違法 であることを％然

知っていたはずで， 上記不胄利得につさ悪意(/_)受益者といえる C そし

て， このような被告につしヽて， 商‘法を適用しなしヽのは不合狸であるか

ら， 被街は， ＿上記金鼠について年6分の利息を付して返還する義務が

あり ） その額は， 別紙計麻苫2記載(!)とおり， ＼―[成18年11月6日時点、

で26万9160円となる G

(3) さらに， 被告は， 悪意の受益者として損害賠償義務を負うところ，

、上記のように， 原岩は， 被告の行為によって精神的苦痛を被り， それ

を慰謝するには50万円を下らないし， 本件訴訟を提起したことによる

弁護上費用5万円の損害を被った。

{ 4) よって， 原告は， 被告に対し•'' ・ー不当利得返還請求などとして合計33

9万1160円(257万20001廿+26万9160円\--60万円十5万円）の支払と，

うち257万2000円に対する平成18年11月7日から支払済みに至るまで

商事法定利率年6分の割合による遅延損害金， うち50万円に対する同

年8月15日から支払済みに全るまで民法所定年5分の割合による遅延

損害金の支払を求める。

に） 被告·の認否反論
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原告の主：張は否認ないし争う。

4 争点3

被告に対する不法行為に基づく損害賠伯あるい！ま不当利得による返還請

求が認められる場合， 原告が本件各貸付によって受け取った合計170万円

を控除すべきか C

（一） 被告の主張

原告は， 本件貸付1により150万円を ！ 本件貸付2により合計20万円

を受け取っているから， 被告に対する損害賠償請求あるいは不当利得返

還請求が認められたとしても，）原告が受領した上記170万円を控除すべ

きである。

に） 原告の反諭

争う。

損益相殺は， 損害賠償と同 一 の原因によって利益を受けた場合， 衡平

の見地からその利益を損害額の算定の際に考慮するというものであるか

ら， 損益相殺の対象となる利益は， 加害と相当因果関係にあり， かつ，

損失を補填する性質を有することを要する 3 本件において， 被告が原告

に本件各貸付として交付した合計170万円は， 原告から本件年金証書な

どを取り上げ， そこから金員を引き出すための端緒にすぎず， 原告が被

った損害， 損失を補填するものではない。 また， 本件各貸付は， 公序良

俗に違反する以上， 損益相殺の趣旨である「公平性」の観点からも， 原

告に交付された170万円を考慮すべきではない。

第3 争点に対する判断

1 証拠（甲1ないし5, 7, 8, 10ないし12, 乙1 0) 1ないし5, 乙2の

1ないし4, 乙3の1ないし4, 乙4ないし7 , 10, 22, 証人長戸， 原告

及び被告）及び前提事実によれば， 以下の事実を認めることができる。

（一）(1)原告の息子で， 本件貸付1の連帯保証人である 治（以下「
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治」としヽう C )は，事業を営んでV ヽ たものの，事業資金に不足し，す

でに多額(/)借金をしていたことから， 自ら事業資金を調達することが

できなカヽった C• 治は， 野 （以下「 野J とVヽう (;)から，年

金を担保に貸付をする被告を紹介され，平成14年12月ころ，原告に，

150万円ほど借りてくれなしヽかと依頼した ll

被告は，愛媛叫．．．内でじ‘ 、�.. ;�-・ チ ー． ‘‘ ー _/l 人 /.J ヽプル「一」 を ＇西んcし‘

るが，それとともに，貸金業も営んでいて，平成11年6月14日から3

年間， の代表者として貸金業登録（登録番号一

号）をしていた。

また， 治に被告を紹介した 野は，当時，被告が所有するアパー

トの賃借人で，原告及び 治は，被告と全く面識がなかった (l

(2) これにつき ／ 被告は，貸金業を営んでいることを否定し，証拠（甲

19及び被告）にI ヽ＇［ この主張にt合う記載及び供述がなされている。

しかし，上記認定事実にあるように，被告は平成11年6月14日に貸

金業登録をしていること，証拠（甲12, 乙10及び被告）によれば，被

告名義の 銀行 支店の口座には，個人名義あるいは会社名義で

の入金が多数存在することからすると，これらの記載及び供述の信用

性には疑問があり，これらを採用することはできない。

（二）(1) 原告は， 治から被告のことを聞き，被告に電話したところ，被告

からも年金を担保にする貸付で，年金証書，印鑑，通帳，キャッシュ

カ ー ドを持参するよう言われた。被告は，本件貸付1がなされた平成

15年1月当時，貸金業法に基づく貸金業登録を受けていなかった c

原告は，平成15年1月21日， 治の運転する車で．，被告の経営する

■■市内のビジネスホテルに行ったっ原告及び 治は，この時初めて

被告と会い， 治は ） 被告から，借金の目的について尋ねられたので，

事業資金であると回答した。
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原告は， 持参した本件年金証害， 本件通帳， ： 本fl-トカ ー ド及び本件通

帳の届出印をテ ー ブルの上に置しヽてしヽたが， 被告から 3 「預かった通

帳に振り込まれる年金全額を貸付金の支払にあてる C 」と言われ， 被

告にこれらを渡した;:, もっとも， 原告は， その際， 本・｛牛通帳の届出印

が他の通帳の届出印でもあったことから， その旨を被告に伝えたとこ

ろ，被告もこれを了承し， 本件通帳<l)届出印のみは持ち帰った e また，

原告は， 失業保険が平成15年6月まで支給されるので， 年金の支給は

それ以降になることを伝えたところ， 被告は， 原告に対し， 本件賢付

1の利息として月7万5000円（月5分）を支払うよう求め， 原告もこ

れを了解した c

その後， 被告は， 治に現金150万円を渡すとともに、 原告及び

治に， 契約書への署名押印を求め， 原告及び一治は， 被告の用意した

契約書（甲2)に署名押印した t、

l2) これに対し， 被告は， 原告が何度も被告に借金を申し込んでくる(!)

で仕方なく金員を貸したと力＼ 原告から本件年金証書などを差し出さ

れたので預かったにすぎず， 自ら本件年金証書などの提出を求めたわ

けではないと主張し， 証拠（被告）には， この主張に沿う供述がなさ

れている。

しかし， 証拠（甲8及び原告）によれば， 原告は， 本件貸付1の当

時， 年金を担保に金員を借りられるとの認識を有していなかったこと

が認められるから， 原告が積極的に本件年金証書などを被告に差し出

したとは考えられない e また， 後記認定事実にあるように， 被告は，

本件貸付1の利息として， 平成15年2月28日に原告から7万5000円

月5分）を受領し， 原告に年金が支給されると， その都度， 本件通帳

から支給された年金にほぼ相当する額を継続的に引き出している c

してみると， 上記記載及び供述内容は極めて不自然かつ不合理であ

- Q -
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り， これらを採用することはできなし ‘ 。

（三）(1) 被告は， 原告から， 本件年金証書， 本件通帳及び本件カ ー ドを受け

取り， 平成15年2月14!」， 本件通帳から1万円を引き出した。

原告は ） 平成15年2月28日， 被告から指示された本件貸｛寸1 0)金利

として7万5000円を被告に支払ったが， 生活が苦しいため， その後月

7万5000円の利息を支払うことができず， 同年3月30日に3万円， 同

年6月16日に3万円を支払っただけであった。

(2) 被告は， 平成15年8月ころ， 原告宅を訪れ， 原告に本件カ ーー ドの暗

証番号を尋ねた。 原告は， 被告から， 原告が暗証番号を変えたかのよ

うな口調で言われたので， 以前に教えた暗証番号と同じであると回答

した。

これにつき， 被告は， 原告宅を訪れたのは本件通帳から原告の年金

を引き出していしヽかどうかを再度確認するためであったと主張し， 証

拠（被告）には， この主張に沿う供述がなされている n しかし， すで

に述べたように， 被告は， 原告の年金を担保に本件貸付1を行ってい

るから， このような確認をすること自体不自然であり， むしろ， 後記

のように， 平成15年8月から原告の年金が本件通帳に入金されるよう

になることから， 本件力 、ー ドを使って年金の引き出しができるかどう

かを再度確認するため， 原告宅を訪れたと考えられる。

したがって， 上記供述内容を採用することはできない e

(3) 平成15年8月以降， 本件通帳に年金が入金されるようになったが J

被告は， 原告や 治から本件貸付1の返済がないことから， 平成16年

3月27日，本件カ ー ドを使って本件通帳から46万円を引き出し，以後，

同18年8月15日までの間，別紙計算書1「年月日」欄記載の年月日に，

同計算書1 「弁済金額」欄記載の金額を引き出した。 被告は， 本件通

帳に年金が入金されると，入金された額とほぼ同額を引き出していて，
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そのため， 年金を引き出した後（乃本件涌帳のダ長はほとんどなかった。

（四)(1) 原冑は．， 夫の年金16万FJと自己のパート収人2万円で生活してし ‘ た

が，夫がアルコ-. .Iレ依存症で人15完するなどしたため，生活告が不足し，

被告に ） 年金の ・一 部を渡してくれなし· ヽかと打診した ＜；しかし，被岩は，

これを拒否し， 貸付であれば応じると阿答した。 そこで， 原告j· は， 平

成16年4月11日に7万円， 同年9月26日に7万円， 同年12月16日に3

万円， 平成17年2月21日に3万円を借り受けた（本件貸付2)。

原告は， 屯成17年5月ころ， 年金を担保に奴行から借入ができるこ

とを知り，その旨を被告に伝えて J 本件年金証蓋など0)返還を求めた (]

しかし， 被告は， 郵便局では年金を担保に借人はできだし 、 などと言っ

てこれに）；ぷじず， 原告が郵使厨ではなく，

旨を伝えても' .:一れに応じな1わった。

銀1
T

-からの借入である

さらに ） 原告は， 平成18年初めころから， 被告に対し， これまでの

計算曹と返済の明細書などを提出するよう求めたが， 被告は， 計算が

できていないなどと回答してこれにも応じなかった。

(2) 原告は， 原告訴訟代理人に被告からの本件各貨付について相談した

ところ， 原告訴訟代狸人は， 平成18年10月4日， 被告に対し， 本件年

金証書などの返還を求める旨の文書を送付した。 その結果， 被告は，

同月12日， 原告から受領した木件年金証書， 本 （牛通帳及び本件カ ー ド

を原告訴訟代理人に返還した。

2 争点1について

（一）(1) 国民年金法24条及び厚生年金保険法41条は， 給付を受ける権利ない

し保険給付を受ける権利について担保に供することができないと規定

しているところ， これは， 年金受給者の生活を保護しようとする趣旨

であるから， 貸付に際し年金を担保とする行為は， これらの規定に違

反する違法な行為といわざるを得ない。 そして， 上記認定事実にある

10 --



ように， 被告は， 本件貸付1に際し， 原告から， 本件年金訊E薯， 本咋

辿帳及び本件カ ー ドを受け取り， 本件通帳から原告の年金を引き出し

ているから， 本件貸付1 /: よ原告の年金を担保とするものとしヽえる(>

したがって， 被告の行為は， 原告に対する不法行為を構成する。

(2) これに対し， 被告は， 年金を担保とする行為が違法であるとの認識

を有していなかったと主張する ()

しかし， すでに認定したように， 被告は， ビジネスホテルを営 i蝕か

たわら， 貸金業を営み， 貸金染の登録も受けていた:_ ; どから-;「ると，

年金を担保とする行為が違法であることを卜分認識していたと考えら

れる。

したが ✓-:)て， 上記主張を採用する-=--と/:tできな\; \。

（二）(1) 被告は， 原岩の年金を担保とずることにより， 原告に本1牛各返済を

行わせ， 原苦から合計257カ·2000円を得ているから， 原告は，r�iJ額の

損害を被ったといえる ，；

また， 不法行為による損害賠償請求権は， 不法行為時から涅延損害

金が発牛すると、=-ろ， 木イ牛各返済につし、て別紙計算書：l 「経過遅延損

害金」欄記載のとおり遅延損害金が発生し， その合計は同計算告1

遅延損害金合計」欄記載のとおり， 平成18年l 1月6日時点で22万11302

円と認められる。

(2) 上記認定事実によれば， 原告は， 平成1 fi年1月21日に本件年金証書

などを被告に預け， その後， 同18年10月12日に原告訴訟代理人を通じ

てこれらの返還を受けていること， 原告は， 平成15年6月まで失業保

険を支給されていたため， 年金の文給は同年8月以降で， 本件年金証

書などの返還を受けた平成18年10月まで， 約3年にわたって年金を受

領することができなかったこと， この間 ） 原告は， 生活費の不足から，

被告に年金の一 部を渡してほしいと打診したが，被告はこれを拒否し，

---- 11 -



その結果， 原告は， 被告からさらに金員を借りざるを得なくなったこ

と（本件貸付2)が認められる。 そしC, このような事実に照らせば，

上記被告の違法な行為により， 原岩は精ネ巾的苦痛を被ったと認められ

るとともに， 原告が被った精神的苦痛を慰謝するには10万円が相当で

ある。

したがって， 原告は， 被告に対し， 10万円の慰謝料を諮求する ―—と

ができる。

(3) 原告は， 本件訴訟を提起するため， 原告訴訟代#fl. 人に依額している

と=-ろ， 本件におしヽて， 被告に損害賠償を諮求するには， 怯律の対円

家の関与が必要と苔えられるから， 本件訴訟に要した弁護上費用も被

告の不法行為によって生じた拍宮とし＼える。 そして， 上記認定事実や

本件訴訟の経過に照らせば、弁護士費用としては30万円が相当である。

（三） 以卜ぶこよれば， 原告は， 被告に対し， 不y去行為に基づく損害賠償など

合計319万6302flj (257万20001エl·+ 22カ·,J302 I月110万円十30万円）の支払

と， うち257万2000円に対する不法行為後である平成18年11月7 f::lから，

うち10万円に対する不法行為後である同年8月15日から， それぞれ支払

済みに至るまで民法所定年5分の割合による遅延損害金の支払を請求す

ることができる。

3 争点3について

被告は， 原告に対ずる本件各貸付分（合計170万円）を控除すべきであ

ると主張する。

（一） 上記認定事実にあるように， 本件貸付1は， 原告の年金を担保とする

貸付で， 上記のような年金を担保に供することを禁じた法の趣旨に照ら

すと， 本件貸付］は， 原告の生活を悩かす極めて悪質な貸付といえ， 公

序良俗（民法90条）に反するものといわざるを得ない。 また， 本件貸付

2も， 原告の年金を担保にしたまま， 原告がその 一 郭を渡すよう求めた

- 1') -"' 



のにこれを拒否した上でな合れた貸｛寸で， 原告の均恥I犬に乗じたものとし‘

え， 本件貸付lと同様， 公序艮俗（民法90条）に反ずるものとしヽわざる

を得ない 2

上記被店の主張は， 損益相殺（］）主張と考えられるところ， 本件各貸付

は， 公序良俗に違反し， 被告は給付したものの返還を詰求寸
―

ることがで

きないこと（民法708条）に照らすと， 原告の被告に対する損害賠償請

求に際し， 本件各貸付分（合計170万円）を控除することは， 当事者間

の衡平を図ろうとした損益相殺の起旨に反ナるといえる。

したがって， 原告に対する本件各貸付分（合計170万円）を担益柘紋

として考慮ずることはできなし‘。

（二） 主た， 披告の上張は， 本件各貸付による貸危惰惰：との相殺をし：長する

ものとも考えら九る C·

しかし， すでに述べたように， 被告は， 本件各貨付によって原告に給

付したものの返還を請求することができなし、り）
ー

であるから， 原告に対-:J··

る自動債権が存在しているとはいえないし， 仮に， 白動俵権が存在して

いるとしても， 原告の被告に対する損害賠償詰求権（受動債権）は， 被

告の不法行為によって生じたものであるから， 上記債権をもって相殺す

ることはできない（民法509条）。

（：：：．） 以上によれば， 原告の被告に対する損害賠償請求にあたり， 原告に対

する本件各貸付分（合計170)j円）を控除することはできず， 上記被告

の主張を採用することはできない。

4 よって， 原告の請求は， 上記の限度で理由があるのでその限度でこれを

認容して，その余の請求を棄却し，訴訟費用の負担につき民事訴訟法61条，

64条を， 仮執行宣言につき同法259条l項をそれぞれ適用して， 主文のと

おり判決する c

松山地方裁判所西条支部

●● ・ 13 -



裁 判 官 末 吉 幹 和

これは正本である。
平成 If 年 7月 f 日

松山地方裁判所西条支部 ・、面渓― ,l,

裁判所書記官石川豪
． 、

: :.，三呈詞 1\:'

｀釘
き両甜痴．．ー・ 一..._. -·· 一＾・吝
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